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(4) 三鎖型ビス(カルボン酸塩)型化合物を用い、中性領域では非常に安定であるが、低 pH 域では速やかに内包物
質を放出することができるベシクルの機能を明らかにしているo さらに、リン脂質をベースとするベシクルにも
明瞭な pH 感受性を付与できることを見い出している。
(5) 角質細胞間脂質混合物のうち、コレステロールがそのベシクルの内包物質放出挙動に大きく影響を与えることを
見い出しているo
(6) 角質細胞間脂質混合物が形成するベシクルは Ca2+イオン添加によって融合が誘起され、さらに、リモネンの添
加により、融合が促進されることを見い出している。
以上のように、本論文は新規な二鎖あるいは三鎖型両親媒性化合物が形成する1自己会合性分子集合体の物性を明ら
かにするとともに、生体中で両親媒性化合物が形成する自己会合性分子集合体の物性をも明らかにしており、界面化
学、生化学ならびに有機工業化学に対して貢献するところが大であるo よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認めるo
? ?
